
 

  

  

  

「「   

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～朗読が教師力を高める！～  

私は「初等国語科教育論」などの授業で、音読を用いた教材文へのアプローチを行っている。「読

めたとはあるイメージが持てた状態のことである。イメージが持てると、子どもの目が動き体が

動く」という具合である。  

ある時学生が、「先生がおっしゃっているようなことが、『花もて語れ』というマンガに出てき

ます。」と知らせてくれた。マンガと聞いて、あまりマンガを読まない私は、聞き流してしまって

いた。しかし、その後、他の数人の学生からも同様のことを聞かされ、無視できなくなった。  

『花もて語れ』は、交通事故で両親を亡くした少女、佐倉ハナの７歳から２９歳までの成長物

語である。その成長物語は、佐倉ハナが持っている天性とも言うべき朗読の才能が、発掘され磨

かれ開花するという過程とともに展開している。主人公佐倉ハナが通う朗読教室の藤色きなり先

生は、佐倉ハナを次のように評する。  

「佐倉さんが、朗読にとって“イメージ”が大事だということを、無意識にわかっているから

です。」（①p.107）  

佐倉ハナが、様々な作品の朗読と格闘しながら乗り越えていく朗読のステップをまとめると次

のような６段階になる。  

ステップ１：「朗読はイメージに始まり、イメージに終わる」（読み手のイメージ）こと

の理解＝「やまなし」（宮澤賢治） 

ステップ２：「セリフの読み方」＝「花さき山」（齊籐隆介） 

ステップ３：「地の文の読み方」＝「トロッコ」（芥川龍之介） 

ステップ４：立体的な「場面イメージ」を聴き手に伝えること＝「注文の多い料理店」  

（宮澤賢治） 

ステップ５：「舞台上で作品を読み味わうこと。その場で読み味わって感動を聴き手に伝え

ること。」（練習での読み方を変え、その場でイメージし、イメージしながら

「間」をとる）＝「風博士」（坂口安吾） 

ステップ６：「読み手は、読みながら自分の朗読を自分で聴く。どこかおかしいところはな

いか、自分の声を生で聴いてチェックして、何かあったらその場で自己修正し

て朗読する。」「朗読はイメージに始まり、イメージに終わる」（聴き手のイ

メージ）ことの体得＝「蜜柑」（芥川龍之介）  

朗読のステップ６を、「教師は、話（指導）しながら自分の話（指導）を自分で聴く。どこかお

かしいところはないか、自分の話（指導）を生で聴いてチェックして、何かあったらその場で自

己修正して話（指導）す。」と言い換えてみると、教師として目指す指導力のあり方も見えてくる。 

朗読の力は、全ての教師に求められるものである。マンガを読むだけでなく、佐倉ハナととも

に、朗読のステップをクリアしてみませんか。  
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